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研究成果の概要（和文）：　日本産魚類化石の5種の未記載種を発見し、それらのうちシナミア科、ニシン科、
コイ科の3種について記載し学名を与えた。残りのイクチオデクテス科とケツギョ科の2種についても学名を与え
投稿できる段階にある。さらにサバ科とタウエガジ科の2種の産出記録を投稿した。
　また、文献調査から日本産魚類で分類学的位置が明確であり、学名が与えられている種は70をこえることが判
明した。それぞれの分類学的位置、産出層、時代、原記載とその要旨をまとめたデータベースを作成した。これ
らのデータを分子系統樹に加えて分析し、魚類のそれぞれの分類単位での分岐年代を再検討する。

研究成果の概要（英文）： In the present study, five new species are recognized and three species of 
Sinamiidae, Clupeidae and Cyprinidae are described as a new species from Japan. Other two species, 
ichthyodectid and sinipercid, will be described as new species. Moreover, scombrid and stichaeid 
fossils are reported from Japan.
 The database, which consist of systematic positions, horizons, ages, titles of original 
descriptions and abstracts was established based on literatures of fish fossils from Japan and the 
database shows that more than 70 species of fossil fish have been described from Japan. Divergence 
times of fish taxa will be revised from analyses of molecular phylogenetic trees with data from the 
database. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 近年魚類の分子系統学的研究による分子
系統樹の分岐年代のカリブレーションに魚
類化石が用いられるようになってきた。用い
られている化石記録はイタリアのモンテボ
ルカの始新世のものがほとんどで，科レベル
あるいはそれより高位の分類単位の記録を
もとに解析が行われている。 
 
(2) 日本の中生代後期から新生代にかけて多
岐にわたる分類群の魚類化石が産出してお
り，これらの化石記録を用いて分子系統樹を
再検討することは魚類の進化と系統を考え
る上で重要である。 
 
２．研究の目的 
(1) 日本産魚類化石の未記載種を記載すると
ともに種、属レベルでのデータベースを構築
する。 
 
(2) これらのデータを分子系統樹に加えて分
析し、魚類のそれぞれの分類単位での分岐年
代を再検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 国内の博物館等に保存されている魚類
化石にどのようなものがあるか調査し、未記
載種については新種記載を行う。 
 
(2)文献調査に基づいて日本産魚類化石のデ
ータベースを構築し、分子系統学研究から得
られた系統樹に各分類群の年代のデータを
加えてそれぞれの分類群の分岐年代を再検
討する。 
 
４．研究成果 
(1) 北九州市立自然史・歴史博物館以外に国
立科学博物館、産業技術総合研究所地質標本
館、福井県立恐竜博物館、大阪市立自然史博
物館で標本調査をおこなったところ、下記の
標本の存在が明らかとなった。 
国立科学博物館：日本各地の魚類化石が収蔵
されており、Scomberoides maruoi Uyeno and 
Suda, 1991 を含む 10 種の日本産魚類化石の
ホロタイプ標本の存在が明らかとなった。 
産業技術総合研究所地質標本館：長崎県壱岐
産中新世淡水魚類化石を所蔵、ギギ科の
Pseudobagrus ikiensis のホロタイプが含ま
れる。 
福井県立恐竜博物館:Iquius nipponicusをは
じめ Ikicukuter chojabaruensis，ハゼ科魚
類、タナゴ亜科魚類など壱岐産魚類化石のま
とまったコレクションがあった。この中には
コイ科の未記載種の標本が含まれている。 
大阪市立自然史博物館：まとまった壱岐産魚
類化石標本があり、コイ科の未記載種と考え
られる３点の標本が発見された。これらの標
本についてはシリコンの型を作製し研究中
である。 
 

(2) 日本産魚類化石に関するおよそ200編の
論文を調査した。日本の魚類化石産地は 180
箇所を超え、古生代から新生代の地層から多
数の魚類化石が産出している。日本をタイプ
産地として記載された魚類化石は 70 種を超
えることが判明した。各時代の主な魚類化石
は次のとおりである。 
古生代の魚類化石：日本で最も古い魚類化石
は岩手県大船渡市産の中部デボン系中里層
から産出した板皮類の化石である（大倉・増
田,2002）。棘板の部分が単独で産出しており、
目、科などの分類学的位置は不明である。岐
阜県大垣市のペルム系赤坂石灰岩からはシ
ンモリウム科などの軟骨魚類の歯や上宝村
福地の石炭紀とペルム紀の地層からクテナ
カントゥス科やアガシゾドゥス科、ペタロド
ゥス科などの歯が産出しており、石炭紀の
Cyrtonodus 属 ３ 種 が 記 載 さ れ て い る
(Yamagishi and Fujimoto, 2011; 後藤・大
倉,2004)。群馬県東部の足尾帯のペルム系石
灰岩からは Helicoprion bessonowi の報告が
ある（荒木,1980; 佐川, 1900; Yabe, 1903）。 
中生代の魚類化石：三畳紀では、愛媛県西予
市の田穂層からヒボドゥス科などの軟骨魚
類の歯が産出している（後藤ほか、2010）ほ
か、山口県山陽町の美祢層群からパレオニス
クス目魚類が産出している（上野ほか、1996）。 
 ジュラ紀の魚類化石は少なく、群馬県から
軟骨魚類のAsteracanthus属の歯が報告され
ているほか、山口県の西中山層から原始的な
真骨魚類の断片が報告されているだけであ
る（Nakada and Matsuoka, 2012））。 
 白亜紀では、各地の海成層から軟骨魚類の
歯や鱗が多数産出しているが、条鰭類は少な
く、北海道や四国、茨城県などから数種記載
されているだけである（上野, 1972；Uyeno 
and Hasegawa, 1986; Yabomoto et al., 2012
など）。本研究では熊本県天草から産出した
魚類化石の研究を行い、東アジア初の海生イ
クチオデクテス目魚類であることが判明し、
内外の学会で発表した。淡水魚類では、北九
州市に分布する関門層群脇野亜層群から魚
類化石群が報告されており、これまでに 18
種が記載されている日本を代表する白亜紀
淡水魚類化石群である（Yabumoto, 1994など）。
ほぼ同時代の石川県白山市白峰に分布する
手取層群石徹白亜層群桑島層から 5〜6 種の
魚類化石が確認されており、それらのうち 2
種が記載されている。本研究ではシナミア科
魚類の Sinamia kukurihime を記載し、シナ
ミア属全種の再記載と系統分類学的検討を
行った。その結果、アミア科とシナミア科に
みられる長い背鰭基底は収斂であり、シナミ
ア属魚類は背鰭基底の短いものから長いも
のへと進化したと考えられる（Yabomoto, 
2014; 2017）。 
新生代の魚類化石：古第三系からは、始新世
の大牟田市産軟骨魚類化石 Carcharodon 
nodai や夕張市産コイ科魚類化石の報告があ
る(Yabumoto, 1989; Inoue and Uyeno, 1968)。



漸新世では、北九州市の芦屋層群からは多数
の軟骨魚類化石が産出しているほか、北海道
からカレイ目魚類が産出している（上野ほか、
1984; Inoue and Uyeno, 1968）。 
新第三系では、中新世の魚類化石が日本各
地から報告記載されている。海水魚類では、
鳥取県国府の普含寺泥岩層産魚類化石群が
最も研究されており、７種の浅海性魚類が記
載されている（Yabumoto and Uyeno, 2007 な
ど）。鹿児島県西之表市からは大量の更新世
浅海性魚類が産出しているが、2 種が記載さ
れているだけで、分類学的研究が進んでいな
いのが現状である（Yabumoto et al., 2005
など）。 
鳥取県産中新世海水魚類化石群ならびに西
之表市産更新世海水魚類化石は日本周辺の
海水魚類の起源と変遷を考える上で重要で
あり、分子系統学的研究に時間のデータを与
えるものである。 
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